
平成26年度　鹿児島県医師会在宅医療提供体制推進事業

8/28第2回関係職種の技術向上のための研修会　アンケート回答者95/104名　回答率91%

所属 所属と職種をお答えください

病院 41人 43%

介護施設関係 21人 22%

訪問看護ステーション 11人 12%

診療所 9人 9%

介護事業所関係 8人 8%

歯科医院 2人 2%

その他 2人 2%

郡市医師会 1人 1%

保健所 0人 0%

地域包括センター 0人 0%

県市町村職員 0人 0%

薬局 0人 0%

未回答 0人 0%

95人

職種 複数回答あり

介護職員 33人 35%

看護師 28人 29%

(管理）栄養士 8人 8%

OT 5人 5%

訪問看護師 3人 3%

ケアマネージャー 3人 3%

PT 3人 3%

ST 3人 3%

歯科医師 2人 2%

看護助手 2人 2%

MSW 2人 2%

その他 2人 2%

未回答 1人 1%

薬剤師 0人 0%

歯科衛生士 0人 0%

95人 その他内訳：調理員1　未記入1
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医師会からのFAX・メール 61人 63%

FAXニュース 1人 1%

各団体の会合・研修会での
チラシ・HP

17人 18%

勤務先より 8人 8%

その他 5人 5%

未回答 5人 5%

97

満足 48人 51%

おおよそ満足 39人 41%

どちらでもない 4人 4%

どちらかといえば不満 0人 0%

不満 0人 0%

未回答 4人 4%

95人

はい 38人 40%

いいえ 41人 43%

わからない 10人 11%

未回答 6人 6%

95人

１　今回の研修会はどのようにしてお知りになりましたか。(複数回答可）

2   本日の研修内容はいかがでしたか。（１つのみ回答）　

4　あなた、またはあなたの職場は、現在　在宅医療において多職種連携に取り組まれていますか。(一つのみ回答)
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活かすことができると思う 56人 59%

部分的に活かすことができると思う 32人 34%

どちらともいえない 1人 1%

あまり活かすことができないと思う 0人 0%

全く活かすことができない 0人 0%

未回答 6人 6%

95人

大いに思った 34人 36%

やや思った 30人 32%

どちらともいえない 17人 18%

あまり思わなかった 1人 1%

全く思わなかった 0人 0%

未回答 13人 14%

95人

5　本日の内容は、今後多職種との連携に活かすことができそうですか。(一つのみ回答)

6　本日の研修会を通して、今後在宅医療や連携に取り組もうと思われましたか。(一つのみ回答)
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平成26年度　鹿児島県医師会在宅医療提供体制推進事業

第2回関係職種の技術向上のための研修会　アンケート回答者119/172名　回答率69%

所属 所属と職種をお答えください

病院 37人 31%

介護事業所関係 25人 21%

介護施設関係 21人 18%

地域包括センター 14人 12%

診療所 7人 6%

訪問看護ステーション 6人 5%

歯科医院 1人 1%

県市町村職員 1人 1%

郡市医師会 0人 0%

保健所 0人 0%

その他 4人 3%

未回答 3人 3%

119人

職種 複数回答あり

看護師 43人 36%

介護職員 34人 29%

ケアマネージャー 18人 15%

(管理）栄養士 6人 5%

その他 4人 3%

歯科衛生士 3人 3%

PT 2人 2%

保健師 2人 2%

医師 2人 2%

OT 1人 1%

訪問看護師 1人 1%

歯科医師 1人 1%

看護助手 1人 1%

SW 1人 1%

未回答 0人 0% ｹｱﾏﾈ内訳（ｹｱﾏﾈ兼SW１人、歯科衛生士１人）

119人 その他内訳：専門学生1事務1不明2

その他内訳：専門学生1、グループホーム職員1、保険センター1、不明1
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医師会からのFAX・メール 68人 55%

FAXニュース 7人 6%

各団体の会合・研修会での
チラシ・HP

28人 23%

勤務先より 1人 1%

その他 7人 6%

未回答 12人 10%

123

満足 50人 42%

おおよそ満足 55人 46%

どちらでもない 7人 6%

どちらかといえば不満 0人 0%

不満 0人 0%

未回答 7人 6%

119人

はい 63人 53%

いいえ 36人 30%

わからない 12人 10%

未回答 8人 7%

119人

１　今回の研修会はどのようにしてお知りになりましたか。(複数回答可）

2   本日の研修内容はいかがでしたか。（１つのみ回答）　

4　あなた、またはあなたの職場は、現在　在宅医療において多職種連携に取り組まれていますか。(一つのみ回答)
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活かすことができると思う 69人 58%

部分的に活かすことができると思う 40人 34%

どちらともいえない 4人 3%

あまり活かすことができないと思う 0人 0%

全く活かすことができない 0人 0%

未回答 6人 5%

119人

大いに思った 50人 42%

やや思った 33人 28%

どちらともいえない 20人 17%

あまり思わなかった 1人 1%

全く思わなかった 0人 0%

未回答 15人 13%

119人

6　本日の研修会を通して、今後在宅医療や連携に取り組もうと思われましたか。(一つのみ回答)

5　本日の内容は、今後多職種との連携に活かすことができそうですか。(一つのみ回答)
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●感想・要望

・今回の研修で問題解決ができた。
看護師、訪問看護
師、介護職員等

・途中に、お茶やせんべいetcを使って嚥下の体験をしながらだったので、とても分か
りやすく理解できました。個々の飲み込める状態によっても食べさせるタイミング・
方法なども考えていかなければならないと思いました。今回その方法や訓練の方法を
知れてよかったです。

介護事業所関係
管理栄養士

・”摂食・嚥下”は生きる上で欠かすことのできない動作ですが、いざ介助をすると
嚥下状態がはっきりと把握できず不安になる時があります。今後は本日の経験を活か
し、安心・安全に利用者様に摂取していただけるよう努めていきたいと思います。有
難うございました。

介護施設
OT

・非常にためになる講演でした。片麻痺などある方には難しい問題ではありますが、
利用者様に合わせたケアを心がけたいと思います。

介護施設関係
介護職員

・とても分かりやすかったです。これまでもやってきたのですが、不足していたとこ
ろが明確になりました。すぐにやってみます。

訪問看護ステー
ション

訪問看護師

・在宅でできる発語・嚥下機関の評価や練習を実際に訪問している嚥下の悪い患者さ
んに行っていきたいと思いました。

病院
看護師

・情報量に対して時間が短かった。もう少しじっくり聞きたいと思った。
歯科医院
歯科医師

・意識して今まで咀嚼して嚥下訓練の練習をしたことがなかったのですが、患者の気
持ちになってみることができてとても勉強になりました。現場で実践したいと思いま
す。

病院
看護師

●摂食・嚥下障害とその対応について困ったことがあるか。

・食べさせる姿勢等、どうすればよいか分からない。
病院

(管理）栄養士

・摂取機能訓練の評価法
病院

(管理）栄養士

・嚥下状態の確認がしづらいことがある。
・利用者様の覚醒レベル・意欲に応じて、どの程度までなら安全に摂取できるのか判
断が難しいことがある。

介護施設関係
OT

・食事形態の変更のタイミング
病院
OT

・日差があり、よく嚥下・摂取される日と嚥下が悪い日があり、体調などの違いで原
因があまりわからないことがある

介護事業所関係
介護職員

・認知症の進行により、全く咀嚼・嚥下をされずに(口腔機能は維持）食事・水分摂取
が困難になったこと。

介護事業所関係
介護職員

・意欲がなく、自分で食べられない方。飲み込み切らず、口から出す方。
病院

介護職員

・精神科にいますが、滑舌の悪い人が多く、丸飲みする人が多いので、誤嚥、窒息の
リスクがかなり高いです。食事の形態など工夫していても、どのような配慮が必要
か。

病院
看護師

・病気の進行や、レスパイト入院後、必要以上の安静や過度の介助に伴い、自力での
摂食や嚥下動作が落ちてしまい、在宅での生活が困難となるケースがあった。

病院
看護師

・パーキンソンに摂食・嚥下障害の方、在宅で高齢の妻が介護しています。週一で言
語聴覚士の指導を受けていますが、指導が在宅で上手に活かされていない。
徐々に機能低下も見られるようになってきている。妻自身も軽度の認知があるので、
対応に苦慮しています。

介護事業所関係
ケアマネジャー


